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生活排水処理計画 

 

 
お問い合わせ先 

松江市環境保全部環境保全課  〒690-0826 松江市学園南一丁目 20 番 43 号 

 TEL：0852-55-5679／ FAX：0852-55-5497 

 

計画の期間 

 

一般廃棄物とは 

廃棄物には、一般廃棄物と産業廃

棄物があります。一般廃棄物は、産

業廃棄物（事業活動に伴い生じるご

みのうち、法と政令で定める 20 種

類のごみ）以外の廃棄物です。一般

廃棄物は、市町村が処理について責

任を持ち、産業廃棄物は排出事業者

が自ら処理することが原則です。 

 

  

ごみ処理の現状 

松江市のごみ発生量は、約 8 万 t/年で推移しています。 

リサイクル率は、平成 23 年度 33.5％から平成 27 年度には 29.6％に低下しています。 

最終処分量は、エコクリーン松江稼働時より約 2,100t で推移しています。 

 

 

 

 

＋

Ｒeduce（リデュース） ＝「ごみそのものを減らす」

Ｒeuse（リユース）　　＝「繰り返し使う」

Ｒecycle（リサイクル） ＝「再び資源として利用する」

Ｒefuse（リフューズ）  ＝「必要のないものは断る」

＝

松江市が進める ４Ｒ とは

３Ｒ

４Ｒ

Ｒ

買い物をする時はマイバッグを持参し、
レジ袋を断りましょう。
本当に必要なものか考えて買いましょう。

Ｒefuse「必要のないものは断る」 Ｒeduce「ごみそのものを減らす」

詰め替え商品を利用しましょう。
生ごみを捨てる時はぎゅっと絞って
水分をよく切ってから捨てましょう。

Ｒeuse「繰り返し使う」

使わなくたった洋服や家具など
は必要な人に譲りましょう。
壊れた家具や電化製品などは
修理して使いましょう。

缶・びん・ペットボトルはリサイクル
ステーションに出しましょう。
リサイクル製品の利用に努めましょう。

Ｒecycle「再び資源として利用する」

①公共下水道や集落排水などの集合処理施設が整備された地域では、
 　それら生活排水処理施設への接続勧奨を行い、生活排水処理率の向上
　 に努める。

②家屋が点在する地域では、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への
　 切り換えや合併処理浄化槽の新規設置を推奨する。

③くみ取りし尿及び浄化槽汚泥の効率的な処理体制を維持する。

基本方針

生活排水

処理の目標

平成33年度
（数値目標年度）

現　状
（平成27年度）

93.4％93.0％

179,920人生活排水処理人口 185,600人

生活排水処理率

初年度
平成29年度

中間年度

平成33年度
計画目標度

平成38年度

計画期間：10年間

産業廃棄物（事業活動に伴い生じるごみのうち、法と政令で定める20種類のごみ）

一般廃棄物 （産業廃棄物以外のごみ）

廃棄物　〔占有者が自ら利用し、又は他人に有償で売却することが

　　　　　　 できないために不要になったもの〕

家庭系ごみ

生活雑排水

事業系ごみ

し尿（汲み取りし尿）及び浄化槽汚泥

生活排水

ごみ
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最終処分量 2,528ｔ

リサイクル率 29.6％

ごみ発生量   約 ８万ｔ

 現状値
（平成27年度）

平成 29 年 3 月 

松江市
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基本方針 

 

 
 

 

ごみ処理の目標 

      

     

              
 

目標達成のための取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ処理基本計画

４Ｒ（よんあーる）運動の推進
　　・「必要のないものは断る」（リフューズ）
　・「ごみそのものを減らす」（リデュース）
　・「繰り返し使う」（リユース）
　・「再び資源として利用する」（リサイクル）

基本方針

１

適正処理の推進　
　・ 資源の有効利用と埋立量の最小化
　・ ごみの適正処理による生活環境の保全

基本方針
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ごみの発生・排出抑制の推進

○出前講座や広報等を活用した情報発信
○生ごみ減量・食品ロスの削減の推進
○ごみ減量に取り組む団体の支援
○ごみ減量等優良事業者認定制度
○ごみ処理手数料の適正化
○マイバッグ持参の推進
○松江市生活環境保全推進員による指導
　啓発

資源の有効利用の推進

○施設を活用した環境教育と意識啓発
○資源ごみ分別の啓発
○分別啓発ステッカーによる指導・啓発
○リサイクルステーションの整備
○事業系資源ごみの受け入れ
○エコクリーン松江でのリサイクル

４Ｒ（よんあーる）運動の推進　 適正処理の推進

ごみの適正処理計画

収集・運搬計画
 ○ごみ集積所整備事業への補助
 ○ごみ出し支援策の検討
 ○事業系もやせないごみの区分の検討
 ○一般廃棄物処理業の許可方針
中間処理計画
 ○中間処理施設の安定稼働
 ○小型家電機器等の再資源化の検討
最終処分計画
 ○最終処分場の適正管理
 ○埋立対象物の削減
 ○最終処分のあり方検討
その他
 ○不法投棄対策
 ○海岸漂着ごみ対策
 ○災害廃棄物対策

発生・排出抑制目標 再資源化目標 最終処分量目標 

平成 33年度のごみ発生量は、平成 27 年度に対し、 

10.7％減の71,611t、１人１日当たりごみ排出量は、992g を目標 

平成33年度のリサイクル率は、 

34％以上を目標 

平成 33年度の最終処分量は、 

2,080t を目標 

松江市内で発生する 

一般廃棄物は市が責任

を持って処理します！ 

『残さず食べよう 30・10 

（さんまるいちまる）運動』 

宴会時の最初の 30 分間とお開き前の 10

分間は席について料理を楽しみ、食べ残し

を減らす運動です。 

生ごみの増加の原因となる食品ロスの発生

を抑制しましょう。 

エコクリーン松江 

西持田リサイクルプラザ 

西持田最終処分場 

川向リサイクルプラザ 
リサイクルステーション 

リサイクル体験教室 

ごみの減量と 

リサイクルに 

取り組みましょう！ 

県庁所在地都市中 

１位を目指す！ 

（現在３位） 

ごみを溶融処理

しています 

資源ごみを 

処理しています 

資源化できない

ものを埋め立て

ています 

リサイクル体験

ができます 

資源ごみを 

処理しています 

めざすべき姿

みんなが意識の高い
循環型のきれいなまち

ごみ関連数値の「見える化」について、出前講座、
広報、ＳＮＳ等を活用した情報発信を行い、市民・
事業者・行政との共創・協働による４Ｒ運動を推進

生ごみの減量・食品ロス削減の推進

ポイント

ごみに関する意識調査結果と意見を計画に反映
・いただいた自由意見と市の回答を掲載

ごみ処理手数料の見直し
・資源化への誘導や近隣自治体の状況などを考慮

災害廃棄物処理計画の策定

今後の検討事項
・高齢者等ごみ出し支援策のあり方
・最終処分のあり方
・リサイクルプラザのあり方
・事業系もやせないごみのあり方


